
 

SARS ウイルスによる新型肺炎（重症急性呼吸器症候群）が中国を中心に猛威を振っています。これま

でもウイルスや細菌は人間との闘争でいろいろ姿を変えて生き延びてきました。地球上で生きているの

は人間だけではなく、それぞれの生命が生き延びようとしています。ちょっと悠長な文章を書いていま

すが、今回のウイルス感染の危険性は、接触、飛まつ、空気で感染することです。飛行機で海外との行

き来が頻繁になった現在では、弘前に住む私たちも、いつ感染するか分かりません。昨年 11 月に中国

広東省で始まったと言われる SARS 肺炎は、現在のところ、有効な治療法もなく、感染を広めないこと

が第一です。トロント、シンガポール、北京、広東省、香港、山西省、台湾、内モンゴル自治区、ロン

ドン、米国（国としての報告はあるも、特定地域の指定はありません。平成１５年４月２９日現在）か

ら帰国した方で、次に当てはまる人は電話で相談してください。今回の肺炎は医療機関に受診すると、

それだけで他の人に感染させる可能性がありますので、家から出歩かないで下さい。 
 

（１）３８度以上の急な発熱、咳、呼吸困難などの呼吸器症状があり、 

（２）発症前１０日以内に、伝播確認地域（上記の地域）に旅行したか、あるいは、 

（３）発症前１０日以内に、SARS 患者を介護するか、同居している。 
 

感染の広がり、治療法の開発などで対応が変わると思いますので、よく分からない場合は、繰り返しま

すが、電話で相談してください。診察する私自身がいつも感染の可能性があり、上記（１）、（３）に当

てはまると、医院を閉鎖しないといけなくなるかも知れませんので、ご協力をお願いいたします。 
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受診した患者さんの中には、検査で全てが分かるよ

うに思っている方が少なくありません。しかし、日

常の診療では、患者さんの話（病歴と呼んでいます）

と診察所見で、大部分の診断を下しているのです。

特に患者さんの話が最も重要で、検査は診断が正し

いかどうかを確かめるために行っていることが大

部分で、検査で診断していることは少ないのです。 

 

患者さんが具合が悪くて受診した時に、私たちが、

どのようなことを考えながら病気の診断をしてい

るかを少し書いてみます。これは私の方針ですの

で、全ての医師がこのようにしているわけではな

いことをお断りしておきます。まず、私たちは、

①患者さんの話（病歴と言います）を聞きながら、

最も考えられる病気を頭に浮かべます。そして、

②同じような症状を示す病気を何個か考えていま

す。そして、これは非常に大事なことですが、③

見逃しては取り返しのつかない病気を必ず思い浮

かべます。 

 

例えば、頭が痛くて受診した場合を考えてみます。

まず、私たちは患者さんに困っていることを自由

に話してもらいます。ただ、止め処もなく続く方

もいらっしゃいますので、途中でさえぎることも
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ありますが・・・・。どの辺が痛いのか、急に始ま

ったものか、ズキズキする痛みか、痛みの程度は強

くなってきたか、吐き気を伴うか、視力に変わりが

ないか、何かすると痛みは軽くなるか、今までこの

ような痛みを経験したことがあるか、等々。自由に

話してもらった話の中にこれらが全て含まれてい

れば完璧です。患者さんの話を聞きながら私の頭の

中には、例えば片頭痛が浮かんできます。普通は患

者さんの話だけでは不十分ですので、他に筋収縮性

頭痛、脳腫瘍、慢性硬膜下血腫などを思い浮かべな

がら、私から質問して補います。順番を待っていた

位ですので、くも膜下出血はないと判断しますが、

これは見逃してはいけない病気ですので必ず否定

しなければいけません。 

 

これらのことから、診断を確定して治療を始める

か、すぐ出来る検査をするか、CTや MRI をお願いす

るかを決めます。そして、重要なことですが、患者

さん自身はどのような病気だと思っているのか、何

を心配して受診したのかを聞きます。兄弟がくも膜

下出血を起こしたことがあるので、これを心配して

受診したのであれば、患者さんの不安を取り除くた

めに MRI をお願いすることもあります。 

 

皆さんが来られると、私の医院ではまず看護婦が話

を聞きます。その後場所を移して、私が改めて話を

聞いて診察します。ここで私は、看護婦が聞いたこ

とでも改めて聞き直すことが少なくありません。患

者さんによっては、すでに話したことをまた聞くの

で、くどいと思う方もいるようです。しかし、人の

話は、繰り返し聞いていると、それまで気付かなか

ったことを思い出したり、だんだん確かになってい

きます。病気を診断する時には患者さんの話が一番

大事なことですので、くどいと思うかもしれません

が、繰り返し聞いて確かにしているのです。検査で

しか分からない病気もたくさんありますが、大部分

の病気は、検査よりも病歴の方が正しい姿を物語っ

ていることが多いことを強調したいです。 

ここ何年か、年に２回の割合で医療費の計算方

法が変わっています。基本的には、受診する患

者さんに対しては医療費の自己負担を重くし、

医療機関に対しては治療するほど経営効率が悪

くなるようにしていることです。その結果、患

者さんが医療機関にかかりにくくなり、医療費

が少なくなるというものです。医療自体が経済

的な裏づけがなければ成り立たないことは分か

りますが、国民が健康を維持できることが基本

ではないでしょうか。 

 

自営業者や退職した人たちが加入している国民

健康保険（国保）は前から 3 割負担です。これ

に対し、大きな会社などで運営する健康保険組

合（健保）に加入する人たちは 2割負担でした。

今年の 4 月から健保の負担割合も 3 割となりま

した。これで平等になったと思っている人もた

くさんいると思います。しかし、国保にはそれ

ぞれの自治体（市町村）から繰り入れがありま

すが、健保にはありません。ですから、個人の

レベルで見ると、3 割負担になると健保の人た

ちの負担が重くなることになります。私は健保

の肩を持つわけではありませんが、新聞等で報

道される数字はよく考えて解釈しないといけ

ないことを言いたいだけです。健保は扶養者の

数が保険料と関係ないなど複雑ですね。 

 

誤解しているといけませんので書きますが、皆

さんの自己負担が増えても、保険から支払われ

る額がそれだけ減るので、医療機関の収入は増

えるわけではありません。それにしても、介護

保険料、健康保険料、厚生年金保険料、雇用保

険、全ての負担が増加していて大変ですね。個

人も事業主も。 
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私の故郷、西目屋小学校４年生の

三上加那子ちゃんのお話が絵本

『七色のくじら』になりました。

3 年生だった去年の夏休みに作っ

たストーリーが本になったので

す。医院の待合室に置いて、たく

さんの人に読んでもらいたいの

でと持ってきてくれました。 

 

絵本は次のような内容でした。 

『ある晴れた日に2匹のうさぎが

海へ遊びに行きました。缶ジュー

スを飲んだ後、イルカの背中に乗

って遊んでいると、大きなゴミお

化けが、「ウォ～～」と海の中から

出てきました。実は、このゴミお

化けはほんとはクジラだったので

す。みんなが海にゴミを捨てたた

めに、水が濁ってしまい、ゴミお

化けができたのです。海を掃除し

てゴミをなくすと、ゴミお化けが

クジラに戻ることができることを

うさぎたちは聞きました。そこで、

自分たちもジュースの缶を捨てて

いたことを思い出し、みんなで力

を合わせてゴミ拾いをして海を

きれいにしました。すると、ゴミ

お化けは、きれいな七色のクジラ

になったのです。海をきれいにし

てくれたみんなを背中に乗せて、

クジラは感謝の心をこめて泳ぎ

回りました。夕方、空がオレンジ

色になった時に、まっ黒な海に、

ピカピカ七色に輝いて、クジラは

太陽が沈んだ方へゆっくりと去

って行きました。』 
 

岩木川の源流は西目屋村です。最近は岩木川でカヌー大

会が開かれるようになりました。世界遺産の『白神山地』

が有名になりました。『暗門の滝』もあります。当然のこ

とですが、自然に恵まれた村です。ついでに言うと、選

挙も激しい村です。こんな岩木川を見ていた加那子ちゃ

んは、川にたくさんのゴミが捨てられていることが気が

かりでした。それが、川や海をきれいにしましょうと呼

びかけるこの絵本を書いたきっかけだったようです。 

 

夏休みの宿題で物語を書いた加那子ちゃんは、空き缶、

ビーズ、布、新聞紙、広告の紙などを使って、きれいな 
絵も書きました。クジラは黒ではなく、虹のように七色でした。私がこれはどうして七色なのかと聞くと、

担任の先生が子どもたちに向かって、いつも「虹のように七色に

輝く子になってください！」ということから連想したのだそうで

す。主役のクジラですが、岩木川にはもちろん住んでいるわけが

ありません。あこがれの海の生き物がクジラなのだそうです。そ

う言えば、私が初めて海を見たのは、小学校 3 年生の時にバス旅

行で浅虫へ行った時でした。 

 

加那子ちゃんからは手紙が添えてありました。『沢田先生へ お元

気ですか？ 私は、とても元気で、病院へ行くことがなくなりま

した。この本は、・・・・・・・』と。この数日後、風邪をひいて

私のところへ来ました。写真は 38度の熱があり、ほっぺが赤くな

っている時に笑顔を作ってくれたものです。加那子ちゃん、どう

もありがとう。きれいな岩木川もあるし、よそへお嫁に行かない

でね！！そして、七色の虹のように輝いてね！！  
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私が大学を卒業して間もなくして

指導を受けた千葉理輔先生が亡く

なってから、もう 2 年近くになろ

うとしている。平成 13 年 6 月 24

日、私の医院で亡くなった場面で、

ご家族に「お亡くなりました」と

か、「ご臨終です」と言うべきだっ

たのに、私は亡くなった千葉先生

その人に向かって「先生、さよう

なら」と言ってしまった。これが、

ご家族に対するご臨終の言葉の代

わりとなりました。 

 

昭和 53 年だと思う。東北本線の汽

車の中で、私は千葉先生と初めて

会った。ゴルフバッグを担いでい

た。仙台で研究会があり、それに

一緒に参加することになってい

た。勉強しに行くのにゴルフバッ

グを担いで、それも今にも雨が降

りそうな天気に、何という先生だ

ろうと卒業間もない新米医師の私

は思った。その人が当時平内中央

病院に勤務していた千葉理輔先生

だった。 

 

2,3 年して、私は平内中央病院勤務

となった。そして、エネルギッシ

ュな千葉先生と一緒に仕事をする

機会に恵まれた。当時は県内に数

台しかなかった腹部超音波検査を

手探りで行ったり、千葉先生が最

も得意とする腹腔鏡検査を指導し

てもらった。外来患者さんの診か

たを教わり、外来が終わると診察

した患者数から当日の収入を概算

するなど経営面でも指導してくれ

千葉理輔先生の思い出 

た。現在の私の診療姿勢に大きな影

響を与えた先生でした。 

 

ゴルフが大好きな千葉先生が中心

になって、病院関係者の間で 1ヶ月

に 1 回はゴルフコンペが行われて

いた。私はゴルフをしないのでいつ

も留守番だった。夕方、コンペが終

わって懇親会の席になると、千葉先

生は私に留守番賞としていつも大

きな賞品をくれた。エネルギッシュ

で豪快な中に、こんなやさしい面も

秘めていた先生でした。 

 

木造成人病センターが新しく開院

することになり、千葉先生はスカウ

トされて院長として赴任した。間も

なく私も新しい病院へ呼ばれた。当

時 39 歳の若い院長で、ここでもエ

ネルギッシュに働いた。 

 

千葉先生は、夕方になると自宅へ電

話をしていた。夕食が何なのか、子

ども達は元気か、たわいない内容で

あるが、よく電話していた。私も結

婚して子どもがいたが、とてもこれ

だけはマネができなかった。千葉先

生の具合が悪いと聞いて自宅へ伺

った時に、あれから 20 年も経って

いるのに、奥さんの名前が「ノブ

コ」、長男が「シンヤ」、長女が「リ

エ」だったことをすぐに思い出し

た。それだけ、千葉先生の夕方の電

話が私の頭に焼き付いていた。 

 

その千葉先生が、咽頭癌を患った。

放射線、化学療法、手術とあらゆる

手を尽くして治療していた。気管

切開のため声を失った。大好きな

タバコも、「今、休んでいる」と言

って止めた。落ち着いていたと思

っていた時に、突然、電話があっ

た。千葉先生と一緒に働いている

岩村先生からだった。「千葉先生が

もうダメだ」と。「先生が来ても、

誰か分からないかも知れないよ」

とも。 

 

聞くところによると 1 ヶ月ほど前

から、体力が落ち自宅療養をして

いたのだという。私が自宅を訪ね

ると、車椅子に座って眠っていた。

横になるよりも座っているのが楽

な時もあるようだ。私のことはは

っきり分かり、平内のこと、木造

のこと、いろいろな思い出話をし

た。昔話が懐かしかったのか、笑

顔も見られた。 

 

本人は病院に入院せずに最期まで

自宅で過ごすことを望んでいた。

しかし、気管に痰が詰まり、ご家

族だけでは世話し切れなくなって

いた。千葉先生も、もう限界であ

ることを理解していたらしく、私

が、「先生、私の医院へ連れて行く

よ」と言うと、「うん」とうなずい

た。千葉先生は、自分の経過を記

載した紹介状を書いていた。 

 

それから数日して、ご家族に見守

られ、千葉先生は亡くなった。 

「さようなら、千葉先生」、「あり

がとう、千葉先生」。 


